






1.はじめに 

 血尿や蛋白尿などの尿異常がみられ,低補体血症が持続する一次性腎糸球体疾患として

は,膜性増殖性糸球体腎炎(以下 MPGN)Ⅰ型やⅡ型が代表的疾患である。最近,Burkholder

らはMPGNⅢ型,Strifeらもメセナミン銀染色(以下PAM)での電顕所見からのMPGNⅢ型,また

は focal MPGN などの MPGN の亜型の報告がみられる。そこで,我々はは低補体血症の持続が

みられた尿異常患児の臨床病理学的検討をおこなったので報告する。 


